
主催 : 社 会福祉 法人 イふ台 い の ち の 電藷 ｢ す み れ の 合｣

子藷通訳 つ き ます

璃演 : こ こ ろ に ひ びく
っ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン

-
- たが い に思 い や る

/

-

壌師 : 出相和子
(イ山台 い の ち の 電藷 理事長)

こ こ ろ に ひ びく歌声
星野富弘 さ ん の 蒔 (歌曲 集)
｢ ニ 各日 に言 い た い こ と｣
ア ヴ ェ ･ マ リ ア グ ノ

ー

ア ヴ ェ ･ マ リ ア マ ス カ -

ニ

オ ペ ラ ｢ ラ ク メ｣ よ り鐘 の 敬 ほ か

す が え み こ

ソ プ ラ ノ 菅凝 三子 き ん

ピア ノ伴奏 な か に し あ か ね き ん

2 0 0 9 年 6 月 2 7 日 ( A )

イ山台帝青年文化 セ ン タ
ー

シ ア タ ー ホ ー ル

仙 台帝地 下鉄 旭 ヶ 丘 釈放歩 1 分

開演 1 4 : 0 0 ( 開場 1 3 : 3 0 )

全･席自由 1 0 0 0 円

･ - おゃし盗 み は お早め に ､
お電藷 ま た ほ ホ ー ム ペ ー

ジか らも受付中 - ･ ･

お申 し込み 免 : 社会福 祉法 人仙 台 い の ち の 電藷

( 月 - 金) 1 0:0 0 - 1 9 :0 0 電藷 0 2 2 - 7 1 8
- 4 4 0 1

b tt p :// w w w 6 .o c n . n e .j p /
～

s e n /



こころにひびくひととき: 講演 ･ 出演者プロフィ ー ル

出相 和子 ･ ･ ･ ･ ･ ･ - - ･ ･ - -
･ ･ ･ - - ･ ･ - - ･ ･ - ･ ･ ･ ● =

● ● ● = = ● = = ● ● ● ● =
● ● ● ● ‥ ● ● ‥ ‥ ‥ ● ● ‥ ● ●

● ● ‥ ‥ ● ● ‥

刺ヒ学院大学文経学部英文科卒o アメ
.) カ合衆国 ハ ワイ大学大学院教育学部およびT ･C コロン ビア大学大学院教育学沸 こ留学o

ハ ワイ大学より M .E d . ( 教育学修士) を授与o 平成元年より尚嗣女子学院短期大学人間関係科教授
､ 平成1 2 年より､ 弘前学院大

学教授および大学院研究科教授として教職にあり､ 平成 18 年 3 月遵徽｡

東北で初の｢助合 い のちの奄話｣ を創設, 社会福祉法人｢ 助台い のちの髄論｣ 理事長｡ 宙蝕台市教育委員長o

菅 英三子さん ･ -
- - - ･ ･ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ - ･ - - - =

= ● ● ◆ ● = ● ● ● = ● ● ● ● =
● ● ● = ‥ ● ● ‥ ‥ ‥ ● ‥ ‥

‥ ‥ ‥ ● ● ‥ ‥ ●

京老欝市立芸術大学､ ウィ
ー ン国立音楽大学をいずれも首席で卒菓o 藤沢オ ペラコンク

ー ル第 一 位 , ウィ ー ン斬新オペラ歌手コンク

ー ル第
一

位､ オ
ー

スl ､ リア共和国学術褒賞, 出光音発臥 新日鉄音楽臥 常山音楽賞､ 宮城県芸術選奨など多数受臥
レ バ ヰリ

ー も幅広く､ 卓越したコントロ
ー ル ･ テクニ ックと安定した歌唱には定評がある｡ 国内外でオ ペラ公演､ オ

ー ケストラとの共演などで

幅広く活躍中｡ 現在 ､ 東京都立芸衝大学准教授｡

なかにしあかねさん ･ ･ ･ ･ - ･ - - - - - ･ ･ ･ ･ - ･ - ･ ･ -
･ ･ - - ● ● ● ● = ● ● ● ● = ● ● ●

= = ● ● ● = ● ● ● ‥ ‥ ● ● ‥ ‥ ● ● ‥ ● ● ●

東京褒術大音薬学部作曲料卒業. ロンドン大学ゴ
ー ルドスミスカレッジ大学院にて作曲修士号､ キングスカレツジ大学院にて作曲

博士号を修めるo 第 66 回日本音楽コンク
ー ル作曲部門第

一

位及び安田貿受乱 国際フランツ
･ シ ュ ー ベ′レト作曲コンク

ー ル入賞､

現音新人臥 吹田音楽 臥 深尾虜唐子作曲賞ほか入寮入選多数o 国内外の音楽祭等におい て作品を精力的に発表
して いる｡ 現

荏, 宮城学院女子大学者薬科教授｡
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仙 台 い のちの 電 話
I

I

; 経済上 の 間 数 健康 間 数 人 間関係 の 希薄化 -
･ ･

心 から話 す相 手もない ままに 不 安と執 独に菩L み ､

I

: 悩 み
､
｢ 生きるカ｣ を爽 いそうに なる才に 対し､ 危機を 馴 遇えて 自らの カ で 生きて い けるように 電話相 談を

l

: おこな っ て い ます｡

◎ い のちの 電藷 相 談 電 藷( 3 6 5 日 2 4 時 間受付) 電話0 2 2 1 7 1 8
- 4 3 4 3
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大 切 な人を白
死 によりなくされ

た牙 へ

凱みをわかちあえる場紺あ㍑す

仙台 い のちの 電活 すみれ の 合

想 いを活 すことを中 心 にし､ 同 じような体験をされ た方 々と

安 心して語り合 い 支えあう､ わ かちあ い の 場所です

日 時 : 毎月第3 水曜 日開催

①1 1 :0 0 - 1 5 : 0 0 ( お弁 当7 0 0 円) ②1 8 : 3 0 - 2 0 : 0 0 ( 参 加 費: 無料)

場所 : 仙 台市市 民活 動 サポ
ー

トセ ン タ
- 6 F セ ミナ

-

ホ
ー

ル

仙 台 市骨 菜区
一

番 町4 丁 目1 - 3 ( 地 下 鉄 広 瀬洩. 駅
西 5 番 出 口 前)

- 詳しくはスタッ フ が ご案内 い たします ◎すみれ の 合専用 電藷( 毎週 水曜 日1 3 時 - 1 7 暗まで)

電藷0 2 2
- 7 1 8 - 4 4 0 1 ｢ すみ れの 合｣

｢ す み れ の 各｣ は 日 本財団 の助 成率常で す




